
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆様には、お健やかに輝かしい新春を迎えられたことお慶び申し上げます。  

昨年は公民館活動にご支援、ご協力をいただき、円滑な運営が出来ましたことお礼申

し上げます。 

公民館は、多くの住民が集い、学び合い交流を図る場であり、

そして、お互いのふれあいを深めていただきたいと思っています。

誰もがいつでも気軽に立ち寄っていただき、学び合う場が提供で

きるような公民館を目指して活動しています。  

伊賀市におきましては、各地区市民センター兼公民館を住民自

治協議会が管理運営する活動拠点としての自治センター化を進め

られています。人と人との絆を大切にしながら、上野西部居地区住民自治協議会と共

に安心、安全で住み良いまちづくりに取り組んでまいりたいと思っています。  

本年も変わらぬご支援ご協力をお願い申し上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。 

上野西部地区市民センター兼上野西部公民館職員一同  
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 上野西部地区編 №８ 

        伊賀市教育委員会発行 “伊賀の文化財”より 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月１３日 往古川に流入す

る下水道の水質検査をおこないま

した。 検査結果は 後日おつたえ

します。 

往古川の水をきれいにしよう会 

 縦 195㎝、横 106㎝。上野天神祭の鍛冶町楼車(二東)の見

送りに使用していたもので、２体の竜が綴錦で描かれていま

す。明代の刻絲〈こくし〉で、上方には正面向の竜を大きく

置き、下方にはこれを仰ぐが如く、別の小竜が織り出されて

います。雲龍模様の綴錦で、龍の鱗には孔雀の羽を織り込ん

でいます。また、藍色系統の色で雲烟〈うんえん〉を表現し、

色彩は繧繝〈うんげん〉彩色風に段を付けて、その濃淡を示

しています。竜の姿は勇猛壮絶で、雲や山の表現も自由自在

であり、織線も厳しく精妙を極めています。現在は傷みが進

んだため退役し保管されています。 

 上野天神祭の福居町楼車（三明）に使用されている欄縁金

具です。饅頭金具は四分一魚子〈ななこ〉地に、中央に銀の

梅鉢、周囲に五三の桐を６個金で配し、経 7.5 ㎝、厚さ 1.5

㎝を測ります。鍔〈がく〉金物は赤銅地に花菱亀甲を銀で置

き、縁は金、中央に白象、茶の獅子等各一を高肉彫していま

す。縦 8.2㎝、横 31㎝、厚さ 1.2㎝を測ります。隅金具（４

対）は地金を唐金とし、各々「竹に虎」「雲竜」等の模様を色

絵の手法を駆使し高肉彫りしています。幕末の津の名工工藤

延寿が安政４年（1857）に制作した旨が刻まれています。 



良い食生活を進めるために 

 

 

 

 １２月１６日 ふれあいプラザにて   

行われました。今回は新春料理。 

①えびのタルタル焼き 

②筑前煮 

③だて巻 

④ハーブサーモンのきんちゃく 

⑤ゆず釜 

⑥海の幸かまぼこ 

⑦すまし汁 

⑧たつくり・黒豆 等 

⑨ご飯 レシピは 上野西部公民館に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊賀市多文化共生まちづくりひとづくり講座 

平成２５年１２月１５日 上野ふれあいプラザにて 開催されました 

○伊賀市の外国人の現状と共生の取組 ○外国人に伝わるやさしい日

本語講座 

○自己紹介カードと外国語イベントチラシ編集 などを学びました。 

内容の一部 やさしい日本語の作成ポイント  

①難しいことばを避け、簡単なことばを使う ②1文を短く、分かち書きにする 

③知っておいたほうが良い言葉や、覚えてほしい言葉は、解説してそのまま使う 

④外国語・和製英語・擬態語に気をつける ⑤あいまいな表現は避ける 

⑥二重否定は避ける 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

八尾光祐氏に感謝状 

平成２５年１２月２５日 

伊賀警察署に於いて、上野

西部地区住民自治協議会会

長の八尾光祐氏に伊賀警察

署より 地域安全活動に寄

与し警察業務運営に多大の

協力したと 感謝状が贈ら

れました。 
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